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ョ
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26 

▲
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特
集

2 

▲

5

任
果
樹
が
多
く
あ
り
、
サ
ル
を
は
じ
め
と

す
る
野
生
動
物
の
餌
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
研
修
会
で
は
、
獣
害
対
策
の
た
め

不
要
木
を
伐
採
す
る
対
策
の
ほ
か
、
普
及

セ
ン
タ
ー
か
ら
講
師
を
招
き
、
柿
の
資
源

と
し
て
の
価
値
を
見
直
し
、
利
用
す
る
た

め
の
剪
定
技
術
を
学
び
ま
す
。

と　
き　
２
月
６
日（
月
）9
時
30
分
～
12

時
30
分

と
こ
ろ　
矢
代
公
民
館

内　

容　

柿
の
木
の
資
源
価
値
に
つ
い

て
、
柿
の
木
の
有
効
活
用
事
例
、
柿
の
木

剪
定
実
習（
野
外
）

対　

象　

被
害
集
落
の
自
治
会
長･

農
会

長
の
ほ
か
、
被
害
集
落
在
住
の
方
、
柿
の

有
効
活
用
に
関
心
の
あ
る
方

定　
員　
20
人（
先
着
順
）

申
込
期
限　
２
月
３
日（
金
）

申
し
込
み
方
法　
農
都
環
境
課
ま
で
電
話

主　
催　
篠
山
市
有
害
鳥
獣
対
策
推
進
協

議
会篠

山
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
フ
ォ
ー
ラ
ム

篠
山
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員

会
事
務
局（
社
会
教
育･

文
化
財
課
内
）☎

５
５
２
‐
５
７
６
９

育
て
よ
う 

こ
こ
ろ
の
通
い
合
う 

ふ
る
さ

と
篠
山
を
担
う 

子
ど
も
た
ち
～
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
～

　
地
域
に
お
け
る
青
少
年
育
成
に
関
す
る

事
例
発
表
な
ど
を
通
じ
、
地
域
ぐ
る
み
で

子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
こ
と
の
大
切
さ
を

再
認
識
し
、
思
い
や
り
と
郷
土
愛
を
持
っ

た
子
ど
も
の
育
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

２
月
11
日（
土･

祝
）13
時
～
16

時と
こ
ろ　
四
季
の
森
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内　

容　

実
践
発
表（
篠
山
小
学
校
育
正

会
、
篠
山
東
雲
高
等
学
校
、
高
城
剣
道
教

室
）、
一
人
芝
居「
君
を
い
じ
め
か
ら
守
る

～
か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
ろ
う
～
」福ふ

く

永な
が

宅た
く

司じ

さ
ん（
子
ど
も
の
学
び
館
代
表
取

締
役
）

子
育
て
学
習
講
演
会　
　
　

｢

親･

祖
父
母･

地
域
の
役
割｣

た
ん
な
ん
子
育
て
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
５
９
４
‐
１
０
４
０

～
多
世
代
が
つ
な
が
る
子
育
て
の
え
え
と

こ
ろ
～

　
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
が
、
自
然
豊
か

な
篠
山
で
、
こ
こ
ろ
豊
か
に
育
っ
て
ほ
し

い
と
願
う
の
は
、
親
も
祖
父
母
も
地
域
の

方
々
も
同
じ
こ
と
。
今
ど
き
の
子
育
て
事

｢

農｣

絵
画
の
展
示

農
都
政
策
課
☎
５
５
２
‐
６
５
８
０

　
市
内
の
小
学
生
よ
り
応
募
が
あ
っ
た
農

作
業
風
景
、
農
村
風
景
な
ど
、「
農
」が
創

出
す
る
働
く
喜
び
、
豊
か
な
自
然
、
美
し

い
景
観
な
ど
を
題
材
と
し
た
絵
画
１
６
７

点
を
展
示
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

○
２
月
３
日（
金
）～
13
日（
月
）＝
篠
山
市

民
セ
ン
タ
ー

○
２
月
16
日（
木
）～
23
日（
木
）＝
中
央
図

書
館

獣
害
対
策
現
地
研
修
会

農
都
環
境
課
☎
５
５
２
‐
１
１
１
７

柿
の
有
効
活
用
を
考
え
よ
う

　
市
で
は
獣
害
対
策
と
し
て
集
落
ぐ
る
み

で
野
生
動
物
を
引
き
寄
せ
な
い
対
策
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
集
落
に
は
柿
な
ど
の
放

参
加
費　
入
館
料
と
し
て
３
０
０
円

申
し
込
み　
上
記
ま
で
電
話

桜さ
く
ら

守も
り

育
成
講
座

さ
さ
や
ま
桜
協
会
事
務
局（
商
工
観
光
課

内
）☎
５
５
２
‐
６
９
０
７

と　
き　
２
月
20
日（
月
）９
時
30
分
～
16

時と
こ
ろ　
四
季
の
森
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
午
前
）、
西
紀
大
橋
上
流
お
よ
び
下
流

内　
容　
講
義（
午
前
）と
実
技（
午
後
）

対　
象　
地
域
活
動
な
ど
で
桜
の
植
樹
や

育
成
に
関
心
の
あ
る
方

定　
員　
40
人（
先
着
順
）

受
講
料　

無
料（
昼
食
の
弁
当
希
望
者
は

１
０
０
０
円
必
要
）

申
し
込
み
方
法　
商
工
観
光
課
に
備
え
付

け
の
申
込
書
を
提
出

申
込
期
限　
２
月
6
日（
月
）

里
親
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

｢

縁
で
結
ば
れ
た
家
族｣

御
殿
山
ひ
か
り
の
家
☎
０
７
９
７
‐

８
５
‐
４
４
５
２（
里
親
支
援
専
門
相
談

員･

梶
浦
）／
福
祉
総
務
課
☎
５
５
２
‐

７
１
０
１

～
里
親
家
庭
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

　

い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
生
み
の
親
と
離

れ
、
里
親
家
庭
で
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
が

い
ま
す
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
生
活
や

成
長
、
そ
れ
を
支
え
る
大
人
た
ち
の
思
い

や
養
育
に
ま
つ
わ
る
話
に
関
心
が
あ
る
方

情
を
知
っ
て
、
大
人
が
ど
の
よ
う
に
関
わ

れ
ば
よ
い
の
か
を
学
び
ま
す
。

と　
き　
２
月
14
日（
火
）10
時
～
11
時
40

分と
こ
ろ　
四
季
の
森
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

講　

師　

栗く
り

木き

剛つ
よ
しさ
ん（m

otto

ひ
ょ
う

ご
事
務
局
長
）

対　
象　
子
育
て
中
の
親
、
孫
育
て
中
の

祖
父
母
、
子
育
て･

孫
育
て
に
関
心
が
あ

る
方

託　
児　
６
カ
月
以
上
の
未
就
学
児
10
人

（
先
着
順
）　
※
申
し
込
み
要
。

申
込
期
限　
２
月
10
日（
金
）

講
演
会「
波
々
伯
部
神
社

と
お
祭
り
に
つ
い
て
」

青
山
歴
史
村
☎
５
５
２
‐
０
０
５
６

　
丹
波
の
祇
園
さ
ん
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
る
波
々
伯
部
神
社
に
つ
い
て
の
講
演
で

す
。

　
市
内
の
小・中
学
生
は「
コ
コ
ロ
ン
カ
ー

ド
」ま
た
は「
の
び
の
び
パ
ス
ポ
ー
ト
」を

受
付
で
提
示
す
れ
ば
無
料
で
入
館
で
き
ま

す
。

と　
き　
２
月
19
日（
日
）13
時
30
分
～
15

時と
こ
ろ　

丹
波
篠
山
デ
カ
ン
シ
ョ
館（
青

山
歴
史
村
内
） 

講　

師　

近ち
か

松ま
つ

財た
か
らさ
ん（
波
々
伯
部
神
社

神
職
）、
向む

か

井い

祥よ
し

隆た
か

さ
ん（
波
々
伯
部
神
社

宮
年
寄
）

定　
員　
30
人（
先
着
順
） 

は
、
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
２
月
26
日（
日
）14
時
～
16
時

と
こ
ろ　

三
田
市
総
合
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー

内　

容　

第
１
部
＝
講
演｢

地
域
の
子
ど

も
を
地
域
で
育
む｣

渡わ
た

邊な
べ

守ま
も
るさ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
キ
ー
ア
セ
ッ
ト
）／
第
２
部
＝
里
親
、

支
援
者
な
ど
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン

一
時
保
育　

未
就
学
児（
２
月
10
日（
金
）

ま
で
に
御
殿
山
ひ
か
り
の
家
へ
申
し
込

み
）多

紀
連
山
の
ク
リ
ン
ソ

ウ
を
守
る
会
講
演
会

多
紀
連
山
の
ク
リ
ン
ソ
ウ
を
守
る
会
☎

０
９
０
‐
３
７
０
２
‐
２
７
５
１（
津
田
）

／
社
会
教
育･

文
化
財
課
☎
５
５
２
‐

５
７
９
２

「
花
追
い
の
旅　
花
を
愛
し
、
森
を
愛
し
、

人
も
愛
し
て
、
自
然
の
探
求
～
兵
庫
の
銘

木
・
巨
木
を
訪
ね
て
～
」

　
野
に
咲
く
花
、
銘
木
、
巨
木
な
ど
に
つ

い
て
、
木
の
お
医
者
さ
ん
か
ら
楽
し
い
お

話
し
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　
き　
２
月
26
日（
日
）13
時
30
分
～
15

時と
こ
ろ　
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー

講　

師　

橋は
し

本も
と

光み
つ

政ま
さ

さ
ん（
樹
木
医
、
兵

庫
県
み
ど
り
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）　

催
し

広 告
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街
か
ど

リ
ポ
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▲
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・
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ョ
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26 

▲

31

特
集

2 

▲

5

方
、
こ
ん
な
時
ど
う
す
る
の
？
っ
て
思
っ

て
お
ら
れ
る
新
米
お
母
さ
ん
！
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

と　
き　
３
月
７
・
14
・
21
・
28
日（
火
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分（
４
回
講
座
）

と
こ
ろ　
四
季
の
森
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内　
容　
新
し
い
出
会
い
、
赤
ち
ゃ
ん
の

い
る
生
活
、
赤
ち
ゃ
ん
の
接
し
方
、
親
に

な
る
こ
と（
プ
ロ
グ
ラ
ム
90
分･

交
流
タ
イ

ム
30
分
）

対　
象　
市
内
在
住
の
第
１
子
が
２
～
５

カ
月（
３
月
７
日
現
在
）の
赤
ち
ゃ
ん
と
お

母
さ
ん

定　
員　
10
組（
先
着
順
）

参
加
費　
８
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

市
営
住
宅
な
ど
の　
　

　
　
　
　
　
　
入
居
者

地
域
計
画
課
☎
５
５
２
‐
１
１
１
８

公
営
住
宅

募
集
住
宅･

戸
数

○
河
原
町
団
地（
河
原
町
）＝
３
Ｄ
Ｋ
１
戸

○
京
口
団
地（
池
上
）＝
３
Ｄ
Ｋ
１
戸

○
西
岡
屋
団
地（
西
岡
屋
）＝
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
１

戸
○
音
羽
住
宅（
味
間
南･

味
間
新
）＝
３
Ｄ

要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
の
捕

獲
従
事
者
講
習
会
の
参

加
者農都

環
境
課
☎
５
５
２
‐
１
１
１
７

ア
ラ
イ
グ
マ
・
ヌ
ー
ト
リ
ア
被
害
に
お
困

り
の
方
へ

　
農
作
物
な
ど
に
被
害
を
及
ぼ
す
ア
ラ
イ

グ
マ
お
よ
び
ヌ
ー
ト
リ
ア
を
捕
獲
す
る
た

め
に
は
、
わ
な
猟
免
許
も
し
く
は
特
定
外

来
生
物
法
に
基
づ
く
捕
獲
従
事
者
証
が
必

要
で
す
。
従
事
者
証
は
、
市
の
講
習
会
を

受
講
す
る
こ
と
で
取
得
で
き
ま
す
。

　
新
規
に
従
事
者
証
の
取
得
を
希
望
さ
れ

る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

と　
き　
３
月
９
日（
木
）19
時
30
分
～

と
こ
ろ　
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
筆
記
用
具
、
印
鑑

申
込
期
間　
１
月
23
日（
月
）～
２
月
15
日

（
水
）

申
し
込
み
方
法　
農
都
環
境
課
ま
で
電
話

※
現
在
、
有
効
の
従
事
者
証
を
お
持
ち
の

方
は
、
申
し
込
み
不
要
で
す
。

Ｋ
２
戸（
う
ち
１
戸
は
子
育
て
世
帯

枠
）

○
今
田
団
地（
今
田
町
今
田
）＝
３
Ｄ
Ｋ
１

戸
家　
賃　
１
万
９
０
０
円
～

５
万
２
８
０
０
円

※
住
戸
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

主
な
入
居
要
件　
①
原
則
、
同
居
す
る
親

族
が
あ
る
こ
と（
高
齢
者
の
方
な
ど
は
単

身
入
居
可
）　

②
入
居
者
、
同
居
親
族
の

所
得
月
額
の
合
計
が
15
万
８
０
０
０
円
以

下
の
世
帯
で
あ
る
こ
と（
高
齢
者
世
帯
な

ど
は
21
万
４
０
０
０
円
以
下
）　

③
連
帯

保
証
人
が
２
人
あ
る
こ
と

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

募
集
住
宅･

戸
数

○
か
す
が
団
地･

し
ゃ
く
な
げ
団
地
・
こ

し
お
団
地（
本
郷
）＝
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
８
戸

（
い
ず
れ
も
子
育
て
世
帯
枠
）

家　
賃　
３
万
９
０
０
０
円
～

７
万
１
０
０
０
円

※
住
戸
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。　

※
入
居
要
件
は
公
営
住
宅
と
異
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
に
つ
い
て

申
込
期
間　
２
月
13
日（
月
）～
17
日（
金
）

申
し
込
み
方
法　
上
記
ま
た
は
各
支
所
に

備
え
付
け
の
申
込
書
お
よ
び
公
開
抽
選
会

参
加
者
届
出
書
を
提
出

※
市
立
賃
貸
住
宅
の
茶
の
花
ハ
イ
ツ（
東

吹
）も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

篠
山
ま
る
ご
と
丼
の
取

扱
店商

工
観
光
課
☎
５
５
２
‐
６
９
０
７

　
篠
山
の
お
い
し
い
食
材
と
、
お
店
の
こ

だ
わ
り
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
ご
当
地

グ
ル
メ
で
す
。

参
加
資
格　
市
内
の
飲
食
店

「
篠
山
ま
る
ご
と
丼
」の
条
件　
篠
山
産
の

コ
シ
ヒ
カ
リ･

特
産
肉･

山
の
芋
ま
た
は
旬

の
地
野
菜
を
使
用
す
る
こ
と

※「
篠
山
ま
る
ご
と
丼
」は
総
称
で
す
の

で
、
各
参
加
店
で
料
理
名
を
付
け
て
く

だ
さ
い
。

参
加
費　
１ 

万
５ 

０ 

０ 

０ 

円

（
グ
ル
メ
マ
ッ
プ
作
成
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

掲
載
な
ど
の
必
要
経
費
含
む
）

参
加
メ
リ
ッ
ト　

宣
伝
活
動
を
展
開
し
、

各
種
メ
デ
ィ
ア
に
参
加
店
情
報
を
提
供

申
込
期
限　
２
月
28
日（
火
）

申
し
込
み
方
法　
右
記
ま
で
電
話

親
子
の
絆
づ
く
り
プ
ロ

グ
ラ
ム「
赤
ち
ゃ
ん
が

き
た
！
」受
講
親
子

中
央
公
民
館
☎
５
９
４
‐
１
１
８
０

　
初
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
て
い
る
新

米
お
母
さ
ん
の
た
め
の
、
学
び
と
お
し
ゃ

べ
り
の
会
を
開
き
ま
す
。
マ
マ
友
欲
し
い

放
送
大
学
４
月
入
学
生

放
送
大
学
兵
庫
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
８
‐
８
０
５
‐
０
０
５
２

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
学
ぶ
通
信
制
の
大

学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
幅
広
い
分
野
を
学

べ
ま
す
。

　
資
料
は
無
料
で
送
付
し
ま
す
。
入
学
説

明
会
や
相
談
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

出
願
期
限　

第
１
回
募
集
＝
２
月
28
日

（
火
）　
※
第
２
回
募
集
は
３
月
20
日（
月･

祝
）ま
で
。

篠
山
再
生
計
画
推
進
委

員
会
の
委
員

行
政
経
営
課
☎
５
５
２
‐
５
１
１
４

任　
期　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間	

資　

格　

18
歳
以
上（
平
成
28
年
４
月
１

日
現
在
）の
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤･

在
学

の
方
で
、
篠
山
再
生
計
画
に
参
画
す
る
意

欲
と
審
議
に
必
要
な
知
識
を
有
す
る
方	

募
集
人
数　
２
人
程
度

募
集
期
限　
２
月
17
日（
金
）※
必
着

申
し
込
み
方
法　
右
記
に
備
え
付
け
の
申

込
用
紙（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

と
小
論
文「
篠
山
市
の
財
政
健
全
化
に
向

け
て
重
要
と
思
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
」

（
８
０
０
字
程
度
、
任
意
の
様
式
）を
提
出

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
公
募

丹
波
Ｏ
Ｂ
大
学･

大
学

院
の
受
講
生

丹
波
の
森
公
苑
文
化
振
興
部

☎
０
７
９
５
‐
７
２
‐
５
１
７
０

　

高
齢
者
大
学
な
ど
で
の
学
び
を
も
と

に
、
社
会
参
加
活
動
に
つ
い
て
総
合
的
・

体
系
的
に
学
習
し
ま
す
。

学
習
年
限　
大
学
４
年
、
大
学
院
２
年

内　
容　
○
共
通
＝
特
別
講
座
、
教
養
講

座
、
学
外
研
修
、
オ
ー
プ
ン
学
習
、
ク
ラ

ブ
活
動（
パ
ソ
コ
ン
、
絵
手
紙
、
書
道
、

詩
吟
、
社
交
ダ
ン
ス
、
花
、
童
謡
音
楽
、

グ
ラ
ウ
ン
ド･

ゴ
ル
フ
、オ
カ
リ
ナ
、写
真
）

な
ど　

○
大
学
＝
専
門
講
座（
健
康
福
祉

コ
ー
ス
、
地
域
文
化
コ
ー
ス
、
生
活
創
造

コ
ー
ス
か
ら
１
コ
ー
ス
選
択
）、
運
動
会

な
ど　
○
大
学
院
＝
地
域
活
動
実
践
講
座

対　

象　

大
学（
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の

丹
波
地
域
在
住
者
）、
大
学
院（
丹
波
Ｏ
Ｂ

大
学
ま
た
は
篠
山
市
・
丹
波
市
が
設
置
す

る
高
齢
者
大
学
な
ど
の
修
了
者
、
地
域
活

動
に
興
味
の
あ
る
方
）

定　

員　

大
学
60
人
、
大
学
院
30
人（
と

も
に
先
着
順
）

受
講
料　
年
間
１
万
２
５
０
０
円

申
込
期
限　
３
月
10
日（
金
）

申
し
込
み
方
法　

右
記

ま
た
は
公
民
館
な
ど
に

備
え
付
け
の
受
講
申
込

書
を
提
出

募
集

広 告

「心」で交わる交差点「心」で交わる交差点
Mランド丹波ささ山校 篠山自動車

教習所
☎079-552-0815☎079-552-0815（ ）http://www.sasayama-ds.comhttp://www.sasayama-ds.com

交通事故の50％以上は交差点で発生、最も事故の多い場所です

GiveWay
譲

広 告
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街
か
ど

リ
ポ
ー
ト

6 

▲

7

タ
ウ
ン

ト
ピ
ッ
ク
ス

8 

▲

13

市
政

レ
ー
ダ
ー

14 

▲

17

さ
さ
や
ま
ホ
ッ
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

18 

▲

19

は
ぐ
く
み

20 

▲

21

施
設
情
報
・

相
談

22 

▲

25

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

26 

▲

31

特
集

2 

▲

5

市
民
救
命
士
講
習
会

消
防
署
☎
５
９
４
‐
１
１
１
９

あ
な
た
の
大
切
な
人
を
救
う
た
め
に
市
民

救
命
士
講
習
会
を
受
講
し
ま
し
ょ
う

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
心
肺
蘇
生
法
や
、

け
が
を
し
た
と
き
の
止
血
法
な
ど
の
講
習

で
す
。
毎
月
第
１
土
曜
日
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

と　
き　
２
月
４
日（
土
）９
時
～
12
時

と
こ
ろ　
篠
山
市
消
防
署

定　
員　
10
人（
先
着
順
）

テ
キ
ス
ト
代　
60
円

申
込
期
限　
２
月
１
日（
水
）

申
し
込
み
方
法　

消
防
署
ま
た
は
各
出

張
所
に
備
え
付
け
の
申
込
書（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）を
提
出

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
漏

水
通
報
を
お
願
い
し
ま
す

上
水
道
課
☎
５
５
２
‐
５
０
９
３（
休
日･

夜
間
連
絡
先
☎
５
５
２
‐
０
２
４
１
）

　
漏
水
調
査
や
配
水
流
量
の
監
視
に
よ
り

漏
水
の
早
期
発
見
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
か
ら
の
通
報
が
早
期
修
繕
に
つ
な

が
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
発
見

さ
ん（
今
田
小
６
年･

写
真
左
）が「
兵
庫

県
更
生
保
護
協
会
理
事
長
賞
」に
、
細ほ

そ

山や
ま

さ
く
ら
さ
ん（
篠
山
鳳
鳴
高
校
１
年･

写

真
右
）が「
兵
庫
県
保
護
司
会
連
合
会
会

長
賞
」に
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
し
ま
し
た
。

　
作
品
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

作
文
タ
イ
ト
ル

「
思
い
や
り
の
心
を
持
つ
た
め
に
」（
溝
端

佑
太
さ
ん
）

「
手
を
と
り
あ
う
こ
と
の
大
切
さ
」（
細
山

さ
く
ら
さ
ん
）

郷
土
料
理
レ
シ
ピ
集
の

改
訂
版
が
で
き
ま
し
た

健
康
課
☎
５
９
４
‐
１
１
１
７

　
「
子
ど
も
た
ち
へ
伝
え
た
い　

さ
さ
や

ま
の
郷
土
料
理
」レ
シ
ピ
集
の
改
訂
版
が

で
き
ま
し
た
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
し
て
い
る
ほ

か
、
希
望
者
に
限
定
３
０
０
部
で
配
布
し

ま
す
の
で
、右
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

時
の
連
絡
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
晴
れ
た
日
で
も
地
面
が
ぬ
れ
て
い
る
。

②
い
つ
も
は
水
が
な
い
水
路
に
水
が
流
れ

て
い
る
。

③
最
近
、
家
の
水
道
水
の
出
方
が
弱
く

な
っ
た
。

き
れ
い
で
安
全
な
水
道
水
を
供
給
し
ま
す

　
上
水
道
課
で
は
毎
月
、
水
道
法
に
基
づ

い
た
水
質
検
査
を
行
っ
て
お
り
、
検
査
の

結
果
は
、
水
質
基
準
を
す
べ
て
ク
リ
ア
し

て
い
ま
し
た
。

熊
本
地
震
へ
の
義
援
金
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

市
民
協
働
課
☎
５
５
２
‐
５
１
１
２

　
篠
山
市
自
治
会
長
会
で
は
、
熊
本
地
震

で
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
々
を
支
援
す
る

た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
よ
り
義
援
金
の

募
集
を
行
い
ま
し
た
。

　

ご
賛
同
い
た
だ
い
た
義
援
金
の
総
額

平成28年12月末現在（前月比）

人　口	 42,620人	 （－27人）
　女	 22,162人	 （－9人）
　男	 20,458人	 （－18人）
世帯数 	 17,137世帯	 （－14世帯）

３
２
１
万
４
１
４
２
円
は
、
熊
本
地
震
災

害
兵
庫
県
義
援
金
募
集
委
員
会
に
お
渡
し

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
温

か
い
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。家

畜
を
飼
養
さ
れ
て
い
る
場

合
は
報
告
を
お
願
い
し
ま
す

農
都
政
策
課
☎
５
５
２
‐
６
５
８
０
／
朝

来
家
畜
保
健
衛
生
所
☎
０
７
９
‐
６
７
３

‐
２
３
３
１

　
牛
・
水
牛
・
馬
・
鹿
・
め
ん
羊
・
山
羊
・
豚
・

い
の
し
し
・
鶏
・
あ
ひ
る
・
う
ず
ら
・
き
じ
・

ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
・
七
面
鳥
・
だ
ち
ょ
う
を
１

頭（
羽
）以
上
飼
育
し
て
い
る
方
は
、
毎
年

２
月
１
日
時
点
の
飼
育
状
況
を
記
入
し
た

報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
家
畜
伝
染
病

予
防
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
報
告
書
は
朝
来
家
畜
保
健
衛
生
所
に
直

接
請
求
ま
た
は
兵
庫
県
の
家
畜
保
健
衛
生

所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
衛
生
情
報
）か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

提
出
期
限　
３
月
31
日（
金
）

｢

社
会
を
明
る
く
す
る

運
動｣

作
文･

エ
ッ
セ
イ

コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞
！

福
祉
総
務
課
☎
５
５
２
‐
７
１
０
１

　
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

こ
う
と
す
る｢
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動｣

へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
行
わ
れ
た
作
文

・
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
溝み

ぞ

端ば
た

佑ゆ
う

太た

環境・衛生
・休日のごみの持ち込み
清掃センター☎596-0844
と　き　2月11日（土・祝）
	 9:00 ～ 11:45、
	 13:00 ～ 16:00
ところ　清掃センター
・粗大ごみの戸別収集
市民衛生課☎552-6253
収集日　2月8日（水）
手数料　1,100円
※2月6日（月）までに市民衛生課、各

支所まで申し込み。
・資源ごみの拠点回収
市民衛生課☎552-6253
と　き　2月8日（水）
	 7:00 ～ 10:00
ところ　市役所第2庁舎前、各支所前、
	 清掃センター
※清掃センターのみ受け付けは8:30

～ 10:00。詳しくは｢ごみ分別カレ
ンダー｣をご覧ください。

証明書の発行など
市民課☎552-5242
・日曜窓口（毎月最終日曜日）
と　き	 2月26日（日）
	 8:30 ～ 12:00
・時間外延長窓口
と　き	 毎週火曜日（開庁日のみ）
　　　　17:15 ～ 19:00

今月の納税
　2月は固定資産税（４期）、国民健康保
険税（８期）を納める月です。

納期限 2月28日(火)
忘れずに納期内に納めましょう。
問い合わせ　税務課☎552-6927

消
防

上
水
道

お
知
ら
せ

市税などの納付には便利な口座振替を
ご利用ください。

剛山におけるモデル的里山整備作業
ささやまエコ日記
わたしたちの地球のために

農都環境課
☎552ｰ1117

消費生活情報
消費生活センター☎ 552-1186

商品の送りつけに注意！
　突然商品が送りつけられるものと、「安くなっていますの
で、お得意様に送ります。ぜひ買ってください」などのよ
うに電話で勧誘される2つのパターンがあります。
～対処方法～

【突然送られてきた場合】
　商品が届いた段階で、受け取りを拒否しましょう。業者
名･住所･電話番号をメモし、配送業者に商品を持って帰っ
てもらいましょう。身に覚えのない商品を受け取ってしま
った時は、ご相談ください。

【電話勧誘された場合】
○「いりません！」ときっぱり断りましょう。しつこく勧誘

することは法律で禁止されています。
○「注文を受けた」「もう発送した」という悪質な勧誘もあり

ます。「注文していません」と伝え、電話を切りましょう。
○商品が届き契約書を受け取った日から8日間はクーリン

グ・オフができます。クーリング・オフによる返品の送
料は事業者負担です。

　困った時、不審に思った時は、消費生活センターに相談
してください。

　篠山環境みらい会議では、手入れしなくなった里山の現
状を啓発することを目的に、日置地区の剛山でモデル的に
里山整備に取り組んでいます。
　平成23年から作業を始め、山の中腹まで階段を作り、
見晴らしのよい展望スペースもできました。現在は、伐採
した竹の活用方法も研究しているところです。
　毎月第３土曜日、楽し
むことをモットーに市民
の皆さんと一緒に作業を
していますので、気軽に
お越しください♪

2月の剛山整備作業
と　き　2月18日（土）9:00 ～
ところ　剛山（日置地区）
作業内容　竹や木の伐採、階段づくりなど
※作業場所などの詳細は、みらい会議事務局（☎552-

1117・農都環境課内）までお問い合わせください。


